
 
 

（スーパーサイエンスハイスクール）指定校の実践とし

て、「SSH における農業教育と英語教育の融合―未来

のグローバル人材を目指して」を満保浩司先生（岩見

沢農業高校）と高校生6名が発表してくださいました。

こちらも高校生の英語による一生懸命な発表に好感が

寄せられました。第1部の最後に、高大産連携として

「英語科・社会科・大学連携によるグローカル社会実習

～利尻高校“Rishiri Pride”の取り組み～」を福沢先

生、中西真弓先生（利尻高校）、鈴木香代子先生（礼文

高校）による共同発表がございました。高大産による

複合的取り組みとして大きな注目を集めました。 
第2部は（招待発表）のセッションとして、初めに

（産業界）より「中小企業における外国人従業員とのコ

ミュニケーション～ベトナム現地法人での事例および

北海道での事例～」と題して   高奥淳氏（株式会社

サンコーベトナム代表）による発表がなされ、勝又先

生からも高い評価をいただきました。次に「高度外国

人材（主に外国人留学生）の活用促進へ向けて」と題

して大辻晴幹氏（小樽商科大学大学院）による興味深

い分析のレポートがなされました。最後に「未来のグ

ローバル人材を育てるのはローカルから」と題して山

崎秀樹先生（千歳高校）による高校生の躍動感が伝わ

るすばらしいご報告がなされました。 
第3部は（会員発表）のセッションとして、最初に

「海外留学と国際インターンシップの「ベースキャンプ」

を構築する―北海道大学発グローバル・キャリア・デ

ザイン事業の理念と展開」と題して正木幹生氏（北海

道大学大学院）による貴重なご発表がなされ大いに聴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

衆の興味を引きました。次に「理系女子学生のエンパ

ワーメント―グローバリゼーションの観点から」と題 
して塚崎香織先生（鹿児島高専）によるたいへんユニ

ークなご報告がなされました。3 番目に「カップリン

グ・インターンシップ－異分野融合・産学連携による

学生の学び―」と題して勝又美穂子先生（大阪大学） 
による興味深い実践報告があり、活発な質問が出され

ました。休憩後に、勝又先生によるお待ちかねの特別

講演「グローバル人材と英語」が、大会最後のプログ

ラム（第4部）となり、先生による熱弁に感動した聴

衆が終了後にご著書を買い求める姿がありました。 
前後しますが、第2部終了後に、賛助会員の桐原書

店様、グローバルエイト様、チエル社様からの貴重な

スピーチもございました。閉会後は情報交換会が、

eDCタワー２階のカフェテリアで開催されました。学

会理事の穴田有一先生（北海道情報大学）のご挨拶、

昨年の全国大会シンポジウムでコーディネーターをさ

れた中山先生の乾杯のご発声の後、楽しいひと時も瞬

く間に過ぎていきました。終わりに会計・受付とご発

表の3役を立派に果たされた福沢先生の乾杯で会を閉

じました。最後に伊藤先生が記念写真を撮影してくだ

さいました。終わりに当たりまして、皆様のご協力と

ご支援に重ねて感謝申し上げ、報告に代えさせて頂き

ます。ありがとうございました。 
 
受付日2018年9月17日、受理日2018年9月18日 

 
 

会告  
 

『グローバル人材育成教育ハンドブック（仮）』発刊のお知らせ
 
 

会員の皆様には，日頃より当学会の運営に一方ならぬご協力・ご支援をいただき，誠に有難うございます。本

学会は2013年の設立以来，「グローバル人材の育成」をフォーカル・ポイントに，英語教育はもちろん，あらゆ

る分野におけるグローバル教育のあり方を研究するとともに，その実践のあり方を紹介して参りました。この度，

学会設立5周年を記念して，『グローバル教育ハンドブック（仮）』を，（株）IBCパブリッシングより発刊（2018
年10 月予定）する運びとなりましたので，この場を借りてご報告申し上げます。 
 第1部では，「グローバル人材育成教育学会」の5年間の活動を振り返りながら，わが国における「グローバ

ル人材」をめぐる議論を総括するとともに，「グローバル人材」という概念が具体的に何を意味するのか，「グロ

ーバル人材」を育成するためには，どのような教育制度・教育手法が必要なのか，そうした制度や手法を導入す

る際の障害は何か，といった問題に焦点を絞って，国の行政のあり方，企業の本音，教職員の意識など，いわば

日本の教育の根幹に関わる問題が議論されます。 
 第 2部は，全国の高校 11校，高専 1校，大学 30校（合計 42校）からご寄稿いただき，各校のグローバル

化戦略（留学生の受入，学生の送出し，英語教育，地域特有の試み，奨学金・助成制度，具体的な留学プログラム

とその効果，提携校の作り方の知恵等）が，学校の所在地・規模によって一目で分かる “すぐ分かる・すぐ使

える”データブックとなっております。 
 第3部は，戦後から今日に至るまでの，わが国におけるグローバル教育の歴史をまとめた年表になっており，

この一冊あれば戦後教育の主要な流れ（中央教育審議会，臨時教育審議会等の答申，経団連等の提言，学習指導

要領の変遷，民間企業における英語公用語化，国際系大学（学部）設立の動向，SGH, SGUの動向等）を時代の

流れの中で俯瞰することが可能になっています。 
 学会設立 5周年記念の第6 回「グローバル人材育成教育学会」全国大会（2018 年 10月 21・22日に，名城

大学にて開催）までには，皆様がお手にとることができるよう，現在，急ピッチで編集作業を進めております。

ご寄稿をいただいた，各学校の執筆者の皆様，出版元の（株）IBC パブリッシング様には，何かとお手数をおか

けしておりますが，今暫くお付き合いのほどお願い申し上げます。 
 

（学会設立5周年記念出版 編集委員長 大六野 耕作，同副委員長 斎藤 裕紀恵） 
 
 
グローバル人材育成教育学会5周年記念 『グローバル人材育成教育ハンドブック（仮）』 目次 
 
刊行にあたって  
 
第1部：「グローバル人材とは？」（座談会） 

 
第2部：大学・高校におけるグローバル教育の実施状況 
はじめに：学校が留学をどうサポートするか  
各校の取り組み 
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大規模大学 （8学部以上） 
東北大学、明治大学、中央大学、早稲田大学（２件）、名城大学、大阪大学、関西大学、近畿大学、福岡大学、 
長崎大学、鹿児島大学 

  
中規模大学 （2～７学部） 
北海学園大学、北海道情報大学、北海道文教大学、北星学園大学短期大学部、東京海洋大学、東京工業大学、 
東京都市大学、産業能率大学、松本大学、西九州大学 

 
単科大学 
札幌大学、小樽商科大学、室蘭工業大学、国際教養大学、共栄学園前橋国際大学、芝浦工業大学、広島文教女

子大学、福岡教育大学、鹿児島工業高等専門学校 
 
高校 
札幌旭丘高校、北海道千歳高等学校、札幌創成高校、札幌龍谷学園高校、札幌国際情報高校、東京学芸大学附

属高等学校、明治大学付属明治高等学校明治中学校、順天高等学校、名城大学付属、箕面高校、中村学園 
 
学校現場での実践報告 
酪農学園大学、明治大学、東京理科大学、千葉県立松戸国際高等学校、早稲田大学本庄高等学院、愛媛大学附

属高等学校 
 
教育連携部会・高大連携マニュアル 
異文化対応力育成研究部会 

 
第３部：資料編 戦後日本の教育改革の変遷  
解説 「グローバル人材の育成を求める教育改革の流れ」 
年表 「戦後日本の教育行政とグローバル人材育成への動き」  

 
参考資料（民間企業の英語公用語化の試み） 

 
学会誌目次  

 
おわりに 学会の未来  

 

大会プログラム（2018 年度前半期） 

 

第 5回関東支部大会 プログラム 

 

大会テーマ：グローバル人材育成と英語教育の

接点 

開催日：2018年 6月 17日（日）  

開催場所：明治大学（駿河台キャンパス）  

プログラム： 

10:00-12:00 臨時理事会 

12:30 関東支部総会 

12:50 開会挨拶 関東支部長 加藤俊一 

13:00-13:30 講演「大学共通テスト導入の背景

と現状」大杉住子（独立行政法人大学入試セン

ター審議役） 

13:35-13:50 質疑応答 

13:55-14:50 外部英語 4技能試験について（大

学入試英語成績提供システムへの対応） 

英検…公益財団法人日本英語検定協会 

TEAP(TEAP CBTも含む)…公益財団法人日本英語

検定協会 

IELTS…British Council 

ケンブリッジ英語検定…ケンブリッジ大学英語

検定機構 

GTEC…株式会社ベネッセコーポレーション 

TOEIC®L&Rおよび TOEIC®S&W…一般財団法人国

際ビジネスコミュニケーション協会 

TOEFL iBTテスト…国際教育交換協議会(CIEE)

日本代表部 

15:00-16:10 シンポジウム I 

「2020 年からの大学入試改革の課題～英語 4技

能試験の導入の影響～」 

モデレーター：勝又美智雄（本学会理事、国際

教養大学名誉教授） 

 

 

 

パネリスト：太田浩（一橋大学）、奥山則和

（学校法人桐蔭学園）、村松教子（明治大学付

属明治高等学校・中学校）、安河内哲也（実用

英語推進機構代表理事） 

16:15-16:35 賛助会員プレゼンテーション 

16:45-18:20 シンポジウム II 

「グローバル人材育成―教育現場への提言」 

モデレーター：大六野耕作(大会委員長、明治

大学) 

パネリスト：賀川洋（IBCパブリッシング株式

会社 会長）、松村弘典（株式会社 EnglishCent

ral 代表取締役）、矢野絵美（IEEE Japan Cou

ncil WIE 前代表、リコーITソリューションズ

株式会社 経営企画本部 人事部）、町田猛（日

経新聞社 デジタル事業 日経カレッジカフェ編

集長） 

18:30-19:50 情報交換会 

 

 

第 4回北海道支部大会 プログラム 

 

大会テーマ：分野・学校・産学のボーダーを越

えたグローバル人材育成の最前線 

開催日：2018年 8月 4日（土）  

開催場所：北海道情報大学 

司会：伊藤一正（北海道情報大学） 

プログラム： 

12:30 開会のことば 竹内典彦（北海道支部

長、北海道情報大学） 

第 1部 ＜北海道企画＞ 

12:35-13:05 英語力向上事業研究指定校の実践

（１） 

「グローバルマインドで地域の魅力を発見・発

信～倶知安農業高校総合実習・生活班の取り組
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